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「いっしょにいるとうれしいね」 曽於市⽴諏訪⼩学校 1 年 ⼩
㆕ㆾ㇌
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第18回 曽於市社会福祉大会 福祉ポスター【小学生低学年の部】最優秀賞

理
念

いろんな⼈がいる中で、
いっしょにいれる
であいをたいせつに
したいです

曽於市社会福祉協議会情報紙曽於市社会福祉協議会情報紙 第84号
令和４年８月15日

この情報紙は、地域住⺠の皆様からの社会福祉協議会会費・⾚い⽻根共同募⾦を財源に発⾏しています。



 令和３年度も社会福祉法第 109 条に基づき、
住⺠の⽅々、法⼈、関係団体等の参画を得、
地域福祉の推進を図ることを使命として「⾃主性」
と「公共性」という⼆つの側⾯を活かしながら、
共⽣社会の実現に向けて各種事業を実施しました

令和 3 年度の曽於市社協活動

事 業 報 告
 み ん な が ⽀ え 合 う ふ く し の ま ち づ く り

■ ささえあいネットワーク事業：615 名の在宅福祉アドバイザーによる
1,435 名の要援護者の⾒守り活動の⽀援

■ 99 団体のサロン活動の⽀援・活動助成⾦の交付 
■ ほっとサービス（住⺠参加型福祉サービス事業）サービス提供数 110 件
■ 曽於市内 26 校区社会福祉協議会活動の⽀援
■ 社会福祉法⼈、障がい者施設等との連絡会の開催
■ 他の社会福祉法⼈との協働による買い物⽀援活動
■ 在宅介護に悩む⽅々を⽀えるほっとカフェ開催

 相 談 ⽀ 援

多様な相談・⽀援機能を⽣かし、暮らしや地域の困りごとに総合的に対応しました
■ ⼼配ごと相談 17 件
■ 弁護⼠による無料相談 57 件
■ 低所得者等への福祉資⾦貸付相談：新型コロナウイルス特例貸付相談含む

 ボ ラ ン テ ィ ア ・ 市 ⺠ 活 動 ⽀ 援

地域や社会のための活動を応援し、福祉の⼼を育みました
■ ボランティア相談受付 20 件
■ ボランティア育成・活動⽀援
■ ⼩学⽣を対象とした福祉教育出前講座 162 名参加
■ サマーボランティア体験活動 53 名参加
■ ボランティア講座：全 4 回 33 名参加
■ ⼦育て⾷堂・保育施設等への⽀援

地 域 の 実 情 に 応 じ た 様 々 な 事 業 を 展 開

■ 曽於市社協・⻑寿クラブ連合会合同表彰式の開催
■ 障がい者のお宅を清掃するお掃除サポート事業 90 件
■ ⼿話奉仕員養成講座 22 名受講
■ 都城市社協との災害時相互応援協定締結
■ 曽於市と災害ボランティアセンターの設置・運営等に関する協定締結
■ ふくしワークショップ：モノづくりを通した多様な交流
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 権利擁護⽀援

⼀⼈ひとりの権利と尊厳を守るために取り組みました。
また、曽於市から中核機関の委託を受け、成年後⾒制度の利⽤促進に向けて、
広報・啓発・相談⽀援を⾏いました
■   福祉サービス利⽤⽀援事業：専⾨員 5 名 ⽀援員 22 名 利⽤者数 55 名
■ 法⼈後⾒事業：後⾒業務従事職員 4 名 法⼈後⾒事業利⽤者数 7 名
■ 成年後⾒制度の利⽤促進に係る中核機関（受託事業）

 寄り添う在 宅 福 祉 サ ービス

■ 指定居宅介護⽀援事業：介護が必要な⽅のプラン作成などのサービス
■ 通所介護等事業：介護が必要な⽅の通所型サービス
■ 訪問介護等事業：介護が必要な⽅の在宅への訪問型サービス
■ 訪問⼊浴介護等事業：介護が必要な⽅の在宅への訪問⼊浴サービス
■ ⼩規模多機能型居宅介護事業：訪問・通所・宿泊を⼀体的に提供できる  

サービス
■ 居宅介護事業：障がいを持つ⽅の在宅への訪問型サービス
■ 訪問⼊浴サービス事業：障がいを持つ⽅の在宅への訪問⼊浴サービス
■ 訪問給⾷サービス事業：配⾷サービス

 地 域 包 括 ⽀ 援 セ ン タ ー 受 託

曽於市から委託を受け、⾏政や関係機関との連携を図りながら、
地域包括ケアシステムの構築に向けた取り組みを⾏いました
■ ⾼齢者等への総合相談⽀援 281 件
■ 地域の⾼齢者に対する虐待の防⽌、早期発⾒等
■ 介護予防ケアマネジメント業務
■ 包括的・継続的ケアマネジメント業務：介護⽀援専⾨員研修会、

地域ケア個別会議、ケース会議の開催等

令和令和 33 年度決算年度決算

収⼊の部｜ 435,627 千円 ⽀出の部｜ 416,561 千円

補助⾦・受託⾦収⼊補助⾦・受託⾦収⼊
161,955（37.2％）161,955（37.2％）

⼈件費⽀出⼈件費⽀出
310,116310,116

（74.5％）（74.5％）

その他のその他の⽀出⽀出
11,02111,021

（2.6％）（2.6％）

その他の収⼊その他の収⼊
770（0.2％）770（0.2％）

基⾦等取崩基⾦等取崩
20,661（4.7％）20,661（4.7％） 事務費事務費⽀出⽀出

51,53951,539
（12.4％）（12.4％）

介護保険・障害福祉介護保険・障害福祉
サービス事業等収⼊サービス事業等収⼊
244,972（56.2％）244,972（56.2％）

事業費⽀出事業費⽀出
40,40640,406

（9.7％）（9.7％）

会費・寄附⾦収⼊会費・寄附⾦収⼊
7,269（1.7％）7,269（1.7％）

固定資産取得⽀出固定資産取得⽀出
878（0.2％）878（0.2％）

助成⾦助成⾦⽀出⽀出
2,601（0.6％）2,601（0.6％）

（単位：千円）（単位：千円）
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■新役員 ( 理事 )・新評議員が選任されました
 評議員選任・解任委員会 ( ６⽉ 17 ⽇ ) 及びに評議員会 ( ６⽉ 23 ⽇ ) にて
新たに役員及び評議員が選任されました。※（）は選出区分

評議員
德丸 宏幸 (3)
井⼝ ⽂夫 (5)

選出区分
(3) 各種住⺠組織に属する者
(5) その他、福祉関係機関の
   団体に属する者

役員（理事）
笠野 満 (5)

■在宅での⽣活を⽀えます〜お掃除サポート事業〜

対 象 者 障がい児・者（⼿帳保持者） 100 名程度を予定

掃除してもらえる時期

      11⽉１⽇から令和5年１⽉31⽇までの期間、個別に調整して⽇程を決めます。

掃 除 時 間 専⾨業者の清掃員２名で半⽇かけて掃除します。

      清掃時間は８時〜 12 時（午前）⼜は 13 時〜 17 時（午後）のどちらかです。

掃 除 場 所 ①シンク周り、②換気扇、③トイレ、④洗⾯所、⑤お⾵呂、⑥窓ガラス、 

      ⑦ガラスサッシ、⑧ごみの分別（処分は含みません）

⾃⼰負担額 1,000 円です。清掃の⽇に専⾨業者の⽅にお⽀払いください。

申 込 期 ⽇ 10 ⽉３⽇（⽉）から上限に達するまで、随時受け付けます。

      ⼿帳に記載された内容をお尋ねしますので、⼿元に準備して

      地域福祉課地域係 TEL：0986-72-0460 にお電話ください。

      ※９⽉末までは、周知期間とさせていただきます。

 曽於市内にお住まいで障がい者⼿帳をお持ちの⽅を対象に、ご⾃宅の掃除をお⼿伝いします。

皆様からご協⼒いただいた⾚い⽻根共同募⾦のうち歳末たすけあい募⾦を財源に曽於市

社会福祉協議会が助成を受けて⾏います。

 ⾼い所や細かな部分まで⼿が回らず、お困りのことはないでしょうか。

ぜひ「お掃除サポート事業」の利⽤をご検討ください。
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■介護の職場就職⾯談会と介護職場シニア就職応援セミナーのご案内
 ９⽉ 17 ⽇（⼟）、かのやグランドホテル（⿅屋市共栄町 12-3）において、

「介護の職場就職⾯談会」及び「介護職場シニア就職応援セミナー」を開催します。

介 護 職 場 シ ニ ア 就 職 応 援 セ ミ ナ ー
時  間 10 時〜 12 時（受付 9 時 30 分〜）
対 象 者 概ね５５歳以上で、受講後において介護分野への就労を希望し、⼜は就労を検討 
     したい⽅
講  師 社会福祉法⼈福寿会 特別養護⽼⼈ホームルーピンの⾥ 施設⻑ 福留 利郎⽒
定  員 ３０名（先着順）
受 講 料 無料
申  込 ８⽉２６⽇（⾦）までに申込書を FAX ⼜は郵送
就 職 ⾯ 談 会

時  間 13 時〜 16 時（受付 12 時 30 分〜）
対 象 者 介護等職場への就職を希望者
参加法⼈ 20 法⼈（予定）
参 加 料 無料（事前の申込み不要）
内  容 県内の介護職場の⼈事担当者と就職希望者が、
     仕事内容・求⼈時期・条件・募集⽅法について
     個別に⾯談をします。

お申込み・お問い合わせ先
⿅児島県社会福祉協議会
福祉⼈材・研修センター

（福祉⼈材無料職業紹介所）
〒 890-8517 ⿅児島市鴨池新町
１番７号（県社会福祉センター）
ＴＥＬ：099-258-7888
ＦＡＸ：099-250-9363
e-mail：jinzai8@kaken-shakyo.jp

■第 18 回曽於市社会福祉⼤会について
    〜想いに寄り添いみんなで⽀え合う地域づくり〜

参加者制限のお知らせ
 新型コロナウイルス感染防⽌のため、
参加者はご案内した⽅のみとさせていただきます。
ご理解のほどよろしくお願いいたします。
 新型コロナウイルス感染拡⼤の状況によっ
ては、開催を中⽌・延期させていただく場合
があります。

開 催 ⽇ 令和４年８⽉ 28 ⽇ ( ⽇ )
     開場 9：00
     開会 9：30
開催場所 末吉総合センター
内  容 曽於市社会福祉協議会会⻑表彰
     曽於市⻑寿クラブ連合会会⻑表彰
     最優秀賞福祉作⽂・福祉ポスター
     表彰及び福祉作⽂発表
     講演 きいれ浜⽥クリニック
        院⻑ 濱⽥ 努 ⽒
        「互いに認め合う社会ってなに？
        〜感染症から⼈権を考えよう〜」
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曽於市社協では、そのような福祉のまち
づくりを進めるため、意識の⾼揚と啓発
を⽬的に作品を募集しました。
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最
優
秀
賞
福
祉
作
⽂︻
⼩
学
⽣
の
部
︼

曽
於
市
⽴
柳
迫
⼩
学
校 
六
年

 
 

         

⻄ㆭ
㆙
㇄
ㆪ元

愛㇀
ㆬ
ㆋ花

さ
ん

 
﹁
い
ざ
と
い
う
時
の
⾏
動
⼒
﹂
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おもいやりをテーマに多くの福祉作⽂・ポスターをご応募いただきました。審査結果については以下の通りです。

福祉作⽂最優秀賞 １名
学校名 学年 ⽒名 作品名

柳迫⼩学校 ６年 ⻄
ㆭ㆙㇄ㆪ

元 愛
㇀ ㆬ ㆋ

花 いざという時の⾏動⼒
福祉作⽂優秀賞 5 名

学校名 学年 ⽒名 作品名
財部⼩学校 6 年 ⻑

ㆬ ㆍ ㆝
瀬 拓

ㆡ ㆐ ㇁
⼰ いつも⼼にバリアフリー

深川⼩学校 6 年 宮
㇁㇆ㆠㆰ

囿 宏
ㆴ ㇏ ㆎ

樹 思いやり
檍⼩学校 3 年 椎

㆙ ㆄ ㇆
屋 諒

㇌㇉ㆆ㆛㆒
亮 「思いやり」ってなんだろう

光神⼩学校 6 年 郡
㆕ㆊ㇌㇆㇀

⼭ 愛
ㆂ ㇈

優 強要される思いやり？
⽉野⼩学校 5 年 上

ㆋ㇁㇂㇋
村 桜

ㆊ ㆆ ㆡ
太 後かいするくらいなら

福祉ポスター最優秀賞【⼩学⽣低学年の部、⾼学年の部】 2 名
学校名 学年 ⽒名 作品名

諏訪⼩学校 1 年 ⼩
㆕ ㆾ ㇌

堀 真
㇀ ㆽ

穂 いっしょにいると うれしいね
恒吉⼩学校 6 年 重

㆙㆔㇂㇋
村 光

㆕ ㆆ ㆍ
駕 思いやりの種を植えよう

福祉ポスター優秀賞 6 名
学校名 学年 ⽒名 作品名

⽉野⼩学校 1 年 上
ㆋ㇁㆗㆕

迫 圭
㆒ ㆄ ㆖

護 みんな なかま
⽉野⼩学校 1 年 前

㇀ ㆈ ㆰ
野 惺

㆝ ㆄ ㆕
⼦ あさも よるも だいじょうぶ

柳迫⼩学校 3 年 ⾼
ㆡㆋ㇊㆙

吉 伶
㇎ ㇁

実 思いやりの⼼
諏訪⼩学校 6 年 ⼤

ㆊㆊ㆗㆕
迫 みお やさしさつなぐ思いやり

諏訪⼩学校 5 年 九
ㆦ ㆐ ㇄

⼗九 笑
ㆭ ㆕

呼 みんな ハッピー
檍⼩学校 5 年 脇

㇑ㆎ㆘㆕
迫 皇

㆕ ㆆ ㆡ
太 なれたらいいな こんな⼈

福祉ポスター奨励賞 10 名
学校名 学年 ⽒名 学校名 学年 ⽒名

深川⼩学校 1 年 五
㆖ ㆢ ㆄ

代 樹
㆚ ㇇ ㆰ

乃 ⽉野⼩学校 4 年 井
ㆄㆰㆆㆈ

上 湧
㇈ ㆆ ㇆

陽
深川⼩学校 1 年 新

㆙㇕㇄㇌
盛 ⼤

ㆡㆄ㆝ㆄ
晟 ⽉野⼩学校 5 年 持

㇄ㆣㆫ㇃
留 せいら

深川⼩学校 2 年 中
ㆬㆋ㆙㇀

嶋 ⾹
㆕ ㇈ ㆜

柚 ⾼岡⼩学校 5 年 新
㆙㇕ㆩ㇕

⽥ 尚
ㆬ ㆊ ㆎ

輝
深川⼩学校 2 年 富

ㆪ㇁ㆬㆍ
永 勇

㇈ ㆆ ㇀
海 ⽉野⼩学校 6 年 ⼄

ㆊㆪㆷ㆚
藤 絃

㆔ ㇕ ㆎ
揮

光神⼩学校 3 年 ⽵
ㆡ ㆒ ㆰ ㆄ

ノ井 蓮
㇎㇕ 柳迫⼩学校 6 年 迫

㆗㆕
 悠

㇈ ㆆ ㇆
⽮

福祉ポスター⼊選作品 24 名
学校名 学年 ⽒名 学校名 学年 ⽒名

深川⼩学校 1 年 榮
ㆈㆄㆪ㆐

德 ⼤
ㆡㆄ㇊ㆆ

耀 ⽉野⼩学校 4 年 川
ㆋ ㇑ ㆰ

野  遥
ㆱ㇍ㆋ

深川⼩学校 1 年 ⾼
ㆡ ㆋ ㆎ

⽊ 優
㇈ ㆆ ㆬ

奈 恒吉⼩学校 5 年 新
ㆭㆄㆫ㇃

留 美
㇁ ㆴ ㇏

陽彩
深川⼩学校 1 年 冨

ㆪ㇁㇁ㆦ
滿 陽

ㆱ ㇍
光 恒吉⼩学校 5 年 池

ㆄ ㆒ ㆻ
辺 逸

ㆄ ㆣ ㆪ
⼈

光神⼩学校 1 年 ⽩
㆙㇋㆗ㆋ

坂 瑠
㇍ ㆄ

芽 諏訪⼩学校 5 年 ⼤
ㆊㆊ㇂㇋

村 紗
㆗ ㇋

蘭
柳迫⼩学校 1 年 和

㇑ ㆢ
⽥ 侑

㇈ㆆ㆛㆒
哉 諏訪⼩学校 5 年 ⼤

ㆊㆊ㆐ㆾ
窪 寿

㆚ ㇇ ㇋
來

柳迫⼩学校 1 年 川
ㆋ㇑ㆱ㇋

原 真
㇀ ㆕

瑚 柳迫⼩学校 5 年 福
ㆷ㆐ㆊㆋ

岡 紗
㆗ ㇋

羅
光神⼩学校 2 年 森

㇄㇌ㆊㆋ
岡 想

㆟ ㇋
羅 財部⼩学校 6 年 河

ㆋ ㇑ ㆚
路 紗

㆗ ㆬ
那

柳迫⼩学校 2 年 ⽜
ㆆ㆙ㆱ㇋

原  詩
ㆆㆡ ⽉野⼩学校 6 年 豊

ㆪ ㇁ ㆡ
⽥ さら

諏訪⼩学校 3 年 ⾕
ㆡㆭ㆑ㆣ

⼝ 栞
ㆋ ㇕ ㆬ

凪 ⽉野⼩学校 6 年 川
ㆋ ㇑ ㆰ

野 悠
㇈ ㆆ ㆡ ㇏ ㆆ

太朗
諏訪⼩学校 3 年 ⼤

ㆊㆊ㇂㇋
村 晴

ㆱ ㆬ
菜 諏訪⼩学校 6 年 幣

ㆺㆄㆦ㆏
次 朱

ㆂ ㆋ ㇌
莉

菅牟⽥⼩学校 3 年 福
ㆷ㆐ㆫ㇃

留 実
㇁ ㇈

結 柳迫⼩学校 6 年 橋
ㆱ㆙㇄ㆪ

元 優
㇈ ㇃ ㆂ

苺愛
⽉野⼩学校 4 年 菅

㆛ㆍㆱ㇋
原 美

㇁ ㆬ ㇁
波 柳迫⼩学校 6 年 福

ㆷ㆐ㆊㆋ
岡 勝

ㆋ ㆦ ㇆
哉
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こうした住⺠の思いを形にした
住⺠⾃⾝による地域福祉活動です。
サービスを利⽤する⼈も提供する⼈も
同じ地域に住む住⺠同⼠。
“みんなでお互いに助け合っていこう”
という趣旨で⾏われる、
会員制の有償サービスです。

サービス内容
家事援助 ( ゴミ出し・買い物代⾏・電球交換など )
外出援助 ( 墓参り・通院・散歩の付き添い）
話し相⼿などです。

サービス利⽤料
・３０分まで３００円
 以後１０分を超えるごとに１００円
・⾃家⽤⾞使⽤料（２０円／ｋｍ）

家事やお出かけでお困りの⽅
話し相⼿がほしい⽅
地域のために協⼒会員になりたい⽅
お気軽に曽於市社会福祉協議会に
お問い合わせください
担当｜地域福祉課地域係 TEL：0986-72-0460

暮らしやすい
まちづくりのために・・・

依 頼

依頼会員

コーディネーター
（社協）

協力会員

要望をうかがい、
協⼒会員の派遣の
調整をします

依頼会員
協力会員

- 当日 -

員

協力会員

ひざが痛くて
⾞の免許も返納した
から移動も⼤変…
買い物したいけど、
誰か代わりに
買い物をして
届けてほしい…

連絡・調査

ありがとう！
助かったよ

買い物に⾏っ
てきました！

明⽇、買い物に⾏
き依頼者のお宅に
届けます
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「⼦どもや⼦育て世帯が安⼼して暮らせる」を共有し、各機関・団体等と
それぞれの⽀援がつながるプラットホームづくりを⽬的に関係機関・団体、
専⾨職等に参加いただいて連絡会を開催しました。
市保健課⼦育て応援係 津曲 みどり⽒に「家庭での複合した困りごとに対
し、関係機関との連携が⼤事である」と曽於市の⼦ども、⼦育て世帯の現
状から話をいただき、その後、三股町社会福祉協議会 松崎 亮⽒より「外
から⾒えない “親⼦のつらい” をみつけたい」と題し、講演をいただきま
した。「つらいと⾔えない」、「⽀援を受けることに迷いがある」などによ
り⽀援が届きにくい世帯に対し、定期的な⾷品の配送を通じて、家庭の様々
な困りごとを受け⽌め、必要なサポートに繋げていく。
外から⾒えない「つらい」を発⾒するための⼊⼝⽀援の取り組みから、
必要な⽀援につなげていく視点の共有を図りました。
グループで情報・意⾒交換も⾏い、相互の理解を深め、⼦ども、⼦育て世帯が抱える不安や悩みの共有をしました。
今後も連絡会の開催を重ね、⼦どもや⼦育て世帯が安⼼して暮らせる地域づくりに取り組んでまいります。

⼦どもや⼦育て世帯が安⼼して暮らせる地域を⽬指して
⼦ども・⼦育て⽀援連絡会 6 ⽉ 17 ⽇

市内⼩中⾼等学校の関係者にご参加いただき、⿅児島
県社会福祉協議会ボランティアセンターの
⼤迫 元信推進員による「福祉教育のねらいとその推
進⽅法について」の講話、その後、実際に「福祉教育
カリキュラム」の作成を⾏いました。福祉教育とは

『⾃分のことだけでなく、周りの⼈も⼤切に思い、
⼀⼈ひとりがそれぞれの⼈の考え⽅・⽣き⽅を尊重し、

「ともに学び、ともに⽣きる⼒」を培うこと』です。
⽀え合いの地域づくりの基盤となる福祉教育を積極的
に推進し、地域共⽣社会の実現を⽬指していきます。

学校・地域・社協協働による
福祉教育の実践を

第 1 回ボランティア協⼒校連絡会
6 ⽉ 29 ⽇

体操教室での指導員や体⼒測定で活動していただく
ボランティアを養成するため研修会を開催しました。
オールフォア⻄聖弥⽒を講師に、ストレッチや
セラバンドを使った体操など、効果が⾼まるポイン
トを確認しながらご指導いただきました。
参加された⽅々は熱⼼にメモをとり、たくさん質問
もされていました。
現在、49 か所にて体操教室が開催されています。
体操教室は、介護予防と併せて住⺠のつながりづく
りの場でもあります。
ぜひ、あなたも体操教室を始めてみませんか。

体操教室指導員、体操教室代表者
など 48 名の⽅が参加

体操教室指導者・測定ボランティア養成研修会
5 ⽉ 27 ⽇
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権利擁護センター研修会を開催 権利擁護センター研修会を開催 7 ⽉ 11 ⽇7 ⽉ 11 ⽇
⾝寄りがないことで⽇々不安を感じながら⽣活する⽅や、⾝寄りのない⽅をサポートする専⾨職から、
⾝元保証や⼿続きを誰が⾏うかなどの相談が増えています。このような中で、⾝寄りのない⽅が安⼼し
て暮らせる地域づくりを⽬指すことを⽬的に、そお⽣きいき健康センターで研修会を開催しました。新
潟県⿂沼市社会福祉協議会の佐藤直樹⽒より「⿂沼市における⾝寄りのない⼈への⽀援に関するガイド
ライン」と題し、オンラインでご講演をいただきました。講演後、医療・福祉の専⾨職の⽅々で「⾃⾝
が経験した⾝寄りのない⽅の⽀援で困ったこと」をテーマに意⾒交換を⾏いました。

それぞれが経験したことや感じていることなどを語り合い、とて
も充実した時間となりました。
今回の研修をとおして、本⼈の意思決定を尊重すること、チーム
で⽀援することの⼤切さについて改めて理解を深める機会となり
ました。
曽於市でも「⾝寄りのない⼈への⽀援に関するガイドライン」を
作成し、専⾨職の⽅々と連携を図りながらチームによる⽀援へと
つなげたいと考えています。

⾃⾝やご家族、 知り合いの⽅の困りごと ・ ⼼配ごとはありませんか︖お気軽にお問い合わせください。

曽於市社会福祉協議会　権利擁護センター
〒 899-4101　⿅児島県曽於市財部町南俣 504 番地 1（財部保健福祉センター内）TEL：0986-72-0460

新潟県⿂沼市社会福祉協議会
地域福祉課課⻑　佐藤　直樹　⽒

曽於市に住む皆さんの権利を守るため、様々な制度を活⽤し、安⼼し
て地域で暮らし続けることができるようにお⼿伝いをします。

権 利 擁 護 センターより

理学療法⼠の先⽣と⼀緒に体操を⾏ったり、ボランティアの⽅に
来ていただいて、オカリナ演奏や南京⽟すだれ・マジックなどを
楽しみました。脳⾎管疾患がある当事者の⽅同⼠の交流でも話が
盛り上がり、皆さん「また来ます」と⾔って帰られました。
今後も楽しい企画を考えていきますのでご興味のある⽅はご連絡
をください。
※リハビリや福祉の専⾨職に悩み事お困りごとの相談もできます。
※新型コロナウイルス感染症の影響により中⽌する場合がありま
すので参加する際はお問い合わせください。
担当｜曽於市地域包括⽀援センター 坂元、永⼭、⽵内
TEL：0986-76-8824

地域包括

⽀援センター

より

開催⽇時・場所
偶数⽉の第 3 ⽔曜⽇ 14 時〜
⼤隅弥五郎伝説の⾥ふれあい館
( 曽於市⼤隅町岩川 5718 番地１)

４⽉ 20 ⽇、6 ⽉ 15 ⽇
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新 規 採 ⽤ 職 員 紹 介
令和 4 年７⽉１⽇付で
新たに職員が採⽤されました。

地域福祉課事業係 居宅介護⽀援事業所
介
ㇴ ㇤ ㈢ ㈑ ㇼ ㈧ ㉅

護⽀援専⾨員 新倉 ⿇⾥

臨 時 職 員 の 募 集 に つ い て
⼀緒に曽於市社会福祉協議会で働いてみませんか？
以下の職務に従事する職員を募集しています。

公募する職 地域包括⽀援センター
 介護⽀援専⾨員 ( ケアマネジャー )

受験資格 普通⾃動⾞運転免許及び
介護⽀援専⾨員の資格を有する⽅

採⽤定数 若⼲名
受験申込み
受付期間 随時

※勤務⽇数・時間は常勤・⾮常勤・短時間勤務など
 ご要望に応じます。
詳しくは、下記までご連絡ください。
担当｜総務課  TEL：0986-72-0460

⼼ 配 ご と 相 談 所 開 設 に つ い て
⽇常⽣活のことで、お困りのことがありませんか？
⼼配ごと相談員や社会福祉協議会職員が対応いたします。

9 ⽉ 22 ⽇ ( ⽊ )
9：30 〜 12：00

10 ⽉ 27 ⽇ ( ⽊ )
9：30 〜 12：00

11 ⽉ 24 ⽇ ( ⽊ )
9：30 〜 12：00

財部保健福祉センター 橋本 相談員 棚⽊原 相談員 柳⽥ 相談員

そお⽣きいき健康センター 羽嶋 相談員 原⽥ 相談員 ⽵⽯ 相談員

⼤隅弥五郎伝説の⾥ 津曲 相談員 中原 相談員 佐伯 相談員

開催⽇時
会場

無 料 法 律 相 談 開 設 に つ い て
ひまわりの会による無料法律相談
○相談料：無料(相談者からはいただいておりません)
※ 1 回につき相談時間は 30 分以内
○申込・受付⽅法：事前に予約が必要です。
○お問合せ先：ひまわりの会 事務局 
       代表弁護⼠ ⼭⼝ 政幸
       ⿅児島市⼭下町 12 番 17 号 2 階
TEL：099-227-0041( 受付：平⽇ 9 時〜 17 時 ) 
※ 電話での相談となる場合があります。

藤尾法律事務所による無料法律相談
○相談料：無料(相談者からはいただいておりません)
 ※ 1 回につき相談時間は 30 分以内
○申込・受付⽅法：先着順、事前電話予約可
○お問合せ先：弁護⼠法⼈ ⼤隅広域ディフェンダー
       藤尾法律事務所 末吉⽀所
曽於市末吉町本町 1-4-5  TEL：0986-51-9830

会場 相談⽇時

財部保健福祉センター 10 ⽉ 20 ⽇
(13 時から 16 時まで )

そお⽣きいき健康センター 11 ⽉ 17 ⽇
(13 時から 16 時まで )

⼤隅弥五郎伝説の⾥ 9 ⽉ 15 ⽇
(13 時から 16 時まで )

○相談⽇時及び会場

会場 相談⽇時

財部保健福祉センター
9 ⽉ 13 ⽇、10 ⽉ 11 ⽇、

11 ⽉ 8 ⽇
(13 時から 15 時まで )

⼤隅弥五郎伝説の⾥
8 ⽉ 16 ⽇、9 ⽉ 20 ⽇、

10 ⽉ 18 ⽇、11 ⽉ 15 ⽇
(18 時から 20 時まで )

○相談⽇時及び会場
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曽於市社会福祉協議会では、ご寄付を曽於市⺠の皆様の地域福祉
向上のために⼤切に使わせていただきます。
なお、本紙への掲載につきましては、ご本⼈の承諾を得てご希望
どおりに掲載しております。

たくさんの善意にたくさんの善意に
感謝いたします感謝いたします

毎⽇暑い⽇が続きますが、皆様いかがお過ごしでしょうか。
先⽇私の⽗が還暦を迎えました。定年退職後は⽜の飼育を始め、今では 20 頭以上

の⽜を 1 ⼈で飼育しています。⽗の姿から⽣き物を育てる苦労や命への感謝を教わっています。⽜の
ことを話す⽗はとても⽣き⽣きしていて、早速第⼆の⼈⽣を楽しんでいるようです。頑張る⽗に私も
負けないよう⽇々挑戦しながら頑張っていきたいです。   A・K

職員より

ご意見をお寄せください
曽於市社協情報紙
へのご意⾒窓⼝を
開設しています
ぜひご意⾒を
お寄せください。

地域福祉に関する
様々な情報を
お届けしますので、
ぜひ友達登録を
お願いします。

社協公式 LINE

  ID:@819bdirm

⼀般寄付⾦品（敬称略）（令和４年５⽉１⽇〜７⽉31⽇）
⼤隅地区

中迫 章  （中野） 10,000 円
㈲海野鉄⼯
岩川校区⻑寿会 タオル・雑⼱30 枚

末吉地区
匿  名        5,000 円
匿  名  （新⽥⼭）   30,000 円

財部地区
原 ⽥ 純 ⇰  500,000 円

⾹典返し寄付⾦（敬称略）（令和４年５⽉１⽇〜７⽉31⽇）
⼤隅地区

永 野 タ ミ   神   掛
中 禮  剛    あけぼの
南牟禮  忍    ⾥  脇
⽥ノ上 末 男     下須⽥⽊
⾺ 場 かつ枝     東旭ヶ丘
⼋ ⽊ 伸 ⼀   梶 ケ 野
⾼ 松  登    ⼗ 三 迫
川 崎 博 幸   祝 井 ⾕
梶 原 春 海     下須⽥⽊
末 森 律 ⼦ 
⼋ ⽊ 利 昭     東桜ヶ丘
奥 野 加代⼦
福 元 たつ⼦   浅  井
上 迫 直 ⼀   荒  ⾕
匿 名  １件

末吉地区
福 永 信 ⼀   祝 井 ⾕
豊 留 幸 男   徳  留
肝 付 みどり   棚  ⽊
森 岡 睦 ⼦   野  ⽥
永 吉 友 幸   和  ⽥
徳 永 幸 夫   野  ⽥
⼤ 野 道 ⼦   有 持 下
⼤休寺 久 則   富  ⽥
外 薗 盛 秋   外 園 中
池 ⽥ 俊 彦   ⼤  園
後 ⽥ 政 信    
久 永 ケサエ   中 園 上
川 﨑 博 幸   祝 井 ⾕
 盛  幸 ⼆   猪之川内東
宮 原 重 明   宮  原
新 ⽥ エ ミ   ⾼ 岡 下
⽩ 澤 ナリ⼦   東 ⾼ 松
蕨 野 洋 ⼦   上 新 地
⼟ 橋 義 治   下 新 地
匿 名  １件

財部地区
稲 元 キミ⼦   新 並 ⽊
中 丸 イ ク   ⽚  平
上 村 千 ⾥   ⽥  平
森 園  勉    横 ⾺ 場
武 ⽥ フサ⼦   ⽥  平
德 丸 礼 ⼦   七  村
栄 留 洋⼀郎     町 
永 吉 正 利     下⾕川内
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